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１．ユニバーサルツーリズムとは？

•すべての人が楽しめるように作られた旅行

≪対象者≫

障害者

（身体･視覚･聴覚･知的･精神･発達）

高齢者

妊婦

けが人 など



•高齢化とノーマライゼーションの理念の広がり

●他の先進国で例を見ないほどの急速な勢いで高齢化が進んでいる。
（2015年、65歳以上の高齢者数3,395人（26.8%））

●ノーマライゼイション理念の広がりにより、障害者を含むあらゆる人が、平等に
社会資源を享受できる環境をつくり、社会参加の機会を平等に推進することが重
要課題となった。（2015年、障害者概数963万人（国民の7.6%））

すべての人ができるだけ最大限に旅の楽しみを享受できる

「観光のユニバーサルデザイン化」
が求められるようになった！



•旅行者が感じる“バリア”とは・・・

「高齢の方･障害のある方などをお迎えするための接遇マニュアル」
（平成30年3月観光庁）抜粋



•バリアフリーとユニバーサルデザイン・・・

バリアフリー

●障害のある方が生活をする上でバリア（障害）となるもの取り除く考え方。段差や階段があ
る場所にスロープを設置する。メニューを読み上げる、音声情報を文字情報にして提供すると
いった、社会環境にあるバリアをなくすこと。

ユニバーサルデザイン

●様々な人が使うことを前提に、はじめからバリアが生じないようにするという考え方。バリア
を取り除く「バリアフリー」に対して、障害の有無、年齢、性別、人種などに係らず、多様な人が
利用しやすいようにデザインすること。



•ユニバーサルデザインの７つの原則

①公平性・・すべての人が、いつでもどこでも、同じように使うことができる。

②柔軟性・・人に応じて様々な使い方ができ、使うときの自由度が高いこと。

③単純性・・使い方がすぐ理解でき、簡単であること。

④明確さ・・使うときに大切な情報がすぐにわかる。わかりやすく説明されている。

⑤安全性・・誰もが安全に安心して使うことができる。間違えた時の危険が少ない。

⑥使用制・・小さな力で楽に使うことができる。長い時間使用しても疲れにくい。

⑦空間性・・スムーズに使用する大きさ、広さがある。



•国内でのＵＴの動きは・・・

●観光庁（国土交通省）

平成24年3月に観光立国推進基本計画において「ユニバーサルツーリズムの促進」が本格化。調

査や実証事業などを通して観光関係者向けの「高齢の方・障害のある方などをお迎えするための
接遇マニュアル（観光地編・旅行業編・宿泊施設編）」を発行。

●日本バリアフリー観光推進機構

中村元理事長（伊勢志摩バリアフリーツアーセンター）が提唱する
「パーソナルバリアーフリー基準」は、ユニバーサルツーリズムに
対応し集客を増やすことのできる唯一のシステムとして、すでに20

地域において導入されている。

●日本ユニバーサルツーリズム推進ネットワーク

鞍本長利理事長（神戸ユニバーサルツーリズムセンター）を中心
に、全国１３か所のセンターと連携している。



•ながさき！介護付き旅行サービス・・・

●ヘルパーサポート型ツーリズム事業（H29年度）

長崎市交流の産業化応援補助事業。

「介護×観光」の新サービスを創出するため、先進地視察やモニターツアーを実施し、
ノウハウ構築とビジネスモデル化を行った。

沖縄ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰｾﾝﾀｰ（親川理事長） 平和祈念館 長崎ランタン 長崎県庁（食堂）長崎くんち



•ながさき！介護付き旅行サービス・・・

●インバウンドＵＴの調査研究・商品開発
及び事業化（H30年度･R1年度）

長崎市交流の産業化リーディング事業。長崎市に訪れる
クルーズ船観光客に対してＵＴ対応の市内観光ルートや
ツアーメニューの研究開発・商品化を行っている。

伊勢神宮視察･研修 松ヶ枝ﾀｰﾐﾅﾙ 福祉タクシー 原爆資料館 ＵＴ専門家会議



２．高齢者の旅行は・・・
• シニア層の旅行回数と世代人口増の相乗効果

図３．将来の総人口と70歳以上の構成比 図４．一人当たりの年間平均国内宿泊旅行回数（年代別）

70歳以上の構成比
（人口減でも割合増）

70歳以上
3104.8万人

60歳代 1.41回
70歳代以上1.00回



• 加齢とともに宿泊旅行が減少する原因

図５．宿泊観光をしなくなった理由 図６．70歳代以上有訴者の症状

70歳以上では宿泊回数が減少するのか？

健康状態の悪化！

70歳以上の高齢者の衰えは「腰痛」「手足の
関節が痛む」など。

旅行するにあたっての「歩行の不安」が大きな
障害となっている！



３．旅館･ホテル施設の状況

• 宿泊施設のバリアフリー化及びＵＴに関するアンケート（結果）



• 宿泊施設のバリアフリー化及びＵＴに関するアンケート（結果）

浴室の手すり、トイレの
車椅子対応は、大事な
バリアフリー化の要素
です！

「水廻りを制するものは、
ＵＴ制す！」



• 宿泊施設のバリアフリー化及びＵＴに関するアンケート（結果）

ＵＴ情報の収集
と発信！



３．旅館･ホテル施設の意識調査結果
• 宿泊施設のバリアフリー化及びＵＴに関するアンケート（結果）

ＵＴ旅行者側も受
入側も相談できる
窓口が必要。

また、より良いサー
ビスを提供するた
めの体制づくりも
求められている。



長崎県ＵＴ／ＪＴＢ・モニターツアー （2019年12月）

４．旅行者にとってのバリアーは？







５．長崎県ＵＴの課題と展望
• これまでのＵＴ取組とアンケート結果から見える課題

（１）観光関連事業者へのＵＴ知識共有と啓蒙活動
勉強会、意見交換会、研修会、ＵＴ有識者による講演会の開催

長崎県ＵＴ
JTBツァー

12/19講演会

平野遊大氏
（ JTB ）

（２）長崎県ＵＴ連携協力体制の構築（オール長崎）
関連事業者の代表者による連携協力会議（仮称）の設置



• これまでのＵＴ取組とアンケート結果から見える課題

（３）ＵＴに関する相談窓口の設置

・観光地や旅館ホテル等のＵＴ旅行者の受入れ相談
・施設のバリアフリー化の相談
・旅行事業者のツアー企画等の相談・監修など

（４）モデル観光コース設定とツアー受入経験（実証事業）

・長崎県内の特色あるＵＴ観光コースを設定と企画・商品化。
・各地で受入体制を構築し、実際に受け入れる。

染物工房（小浜） ほっとふっと
足湯（小浜）

イルカウォッチング
（口之津）

四明荘（島原）

長崎県
ＵＴ

JTBツァー
（12/19～21）

上原大祐氏
（ﾊﾟﾗ銀ﾒﾀﾞﾘｽﾄ）
平野遊大氏
（ JTB ）



• これまでのＵＴ取組とアンケート結果から見える課題

（５）ＵＴ関連情報の収集と発信

バリア、バリアフリーの施設実態の調査とデータ化、及び旅行関連情報のイン
ターネット等による情報発信

看護師

（６）サポート体制の強化

・旅館ホテル従業員へのＵＴ（おもてなし）研修
・旅行サポーター（同行、入浴サポート者）制度と資格取得研修

登録サポーター研修
（2018.7.1）

介護福祉士 理学療法士 車椅子講座 蘇生法講座


